

































ティ、職場、そして学校などの様々な領域における対策が実施されてきた（Robinson et al., 
2018）。その中でも、特に子どもが多くの時間を過ごす学校での自殺予防は、実施の容易さや
費用対効果の側面からも、大きな意味を持つことが指摘されてきた（Gould, Greenberg, Velting, 
& Shaffer, 2003; Miller, Eckert, & Mazza, 2009）。学校における自殺予防には、教職員向けゲー
トキーパー訓練、ハイリスク者のスクリーニング、ピアリーダーの育成、自殺未遂や既遂が生
じた後のポストベンションなど様々なものがあるが（Kalafat, 2003; Katz et al., 2013; Robinson 
川島大輔　学校での自殺予防教育の現状と今後の課題50
et al., 2013）、全ての子どもを対象にした全体的な（Universal）教育プログラム（1）も各国で実
施展開されており、例えばSigns of Suicide（SOS: Aseltine, James, Schilling, & Glanovsky, 2007）
やYouth Aware of Mental Health Programme（YAM: Wasserman et al., 2015）は大規模調査に基づ
く教育効果のエビデンスも報告されている。ただし全体としては、学校における自殺予防教育







































視されている（Wasserman et al., 2012）。効果検証の結果、ハイリスク者のスクリーニングや教
師等の大人向けゲートキーパー研修（Question, Persuade, Refer: QPR）では効果が認められなかっ
た一方で、このプログラムでは自殺企図と深刻な自殺念慮の減少が認められたことが報告され











































されていたSOS（Aseltine et al., 2007）のほか、ピアリーダーの育成プログラムであるSource of 








































17歳）においてこころの健康増進を促す取り組みである。なお現在は、KidsMatter Early Childhood, 






















　また図1には、GRIPの各授業構成と自殺の対人関係理論（Joiner, Van Orden, Witte, & Rudd, 
2009 北村監訳2011）との対応関係が示されている。自殺の対人関係理論とは、自殺が生じる





















































　まず海外では大規模調査を通じた教育効果が報告されつつあるのに対して（e.g., Aseltine et 















られ、またより大きな文脈に位置付けられることで最もその効果を発揮するため（Miller et al., 
2009）、子ども向けの自殺予防教育プログラムが、メンタルヘルスに対する学校体制の中に具
体的にどのように位置づくかについても丁寧な検討が必要である（Schmidt, Iachini, George, 
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